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日本化学工業の戦後展開 (Ⅰ)

一一 Er本化学工業史序艶-

下 野 克 己

1 問題の所 在

昭和45年後半からの2年にわたる不瓦過程のなかで,El木質木主義の円的

初速 .外拓環境の両面にわたるた漁期Q:到来がいわれてきた｡それはさしあ

たり40年代に入っての設備大型Lc投Biの伸びを中心とノた長和に姓表された

挿済規模の膨張机 とりT)け重化学工菜の成長印門をはじめとしていわゆる

供給遇岩垂の直垂杭超の宝肴化にいきついたことをあらbしている｡自動車

A家電 ･合繊などQ)消*財供蛤の成轟*門における満更一巡をむかえての停
(り

甫の戚札 丑ZE車座菜として特色づけられる鉄ir･石油化学I)と生産財供給

守門における巨大化したL=_塵取や規模と需給ギ十ップの広大,そして設備投

資の伸びの停滞lこ規定されざるをえ11い屯気積披 ･蛮集札iif3どの資本財供

給寺門の伏せTlどがそれを示 している.そして亡の不洗道程は.30年代以降

の益井柵適の文化学工兵化を基良とした日本ft木主義の市政蕪済蚊点過程の

並居をつけているものとして注目される｡

こうした戟鼓El木空木主義を特徴づける祐皮挺済成長遍在の賂局は.?_莱

状iBの韮化学工兵化の玉章ll一角を担った化学二束においても矛盾を顕在化

させないわ桝 亡はいかない｡32年に登萌して以東いわば不況しらずの急鼓な

成長をみせ,現代El本の化学工薮のIf尋的吐正にある右all化学部門において

ち.大き11蔦拾ギャップC:存在から没や投fiA争のくりのペを余俄なくされ

ている机 大型化した単位生産設肺の操業率の低下のもとでの紙価dt却ttな

(1) 葺■姐 BEという斗合.それIiT=んに巴定柴本や*の大成gEさを示すのみなら
ず.そのまRの生産力洪itの侍女にもとづくものであるが,それについては罪3車
でのぺる.

- 72-



l7本4.早出 の戦役展粥 (I) 305

らぴに金利の類本負担 も求 く. これまでの発展様式からの大きな方向垢鼓が
(I)

抹題とされている｡ そしてそれ以上に薄利fLのIi,その石油化学製品との丘

合によって.あるいは早h]に急鼓に,あるいは今 日まで長瀬にわた.=て.瑳

存製造投傍のスクラップ ･丁ンド･合ZI化と石油化学工兼の徒i;的-耕威容

門への再G;成をせまられてきた,化学肥料 ･ソーダ ･クーJL,･カーバイド=

垂などのかつての日本化学工兼を代表 していた諮部門の動向であろう｡それ

とともにこうした矛Jaの解決双として,化学工業労曲名ならびに関連中小零

細企集へのしわ上せか強められてい くことも看過でき11い｡

日本化学工濃は,戦後日東野本主義党展の正要な担い手として.五化学工

兵化の推題による産兼捕逸市浦荻を促適 したのみ11らす,現代姿本主集lこお
(n

いて抜群発展の鍵をにぎるともいわれる ｢技術革新｣の影書が典型的に現わ

れた工異部門の 一つであった｡ またそれは. ESl家の手原い 育成補強史を う

り.産兼補遺の丑化学工兵化とな らんで満LE8済成点過程の重要なス17-ど

ンであった地境的発の担い手の一つで もあった｡

本林はこうした化学工乗の牧按の展開過程を対象として,戦後E]本豆本主
(り

義の正接的生産過程における茨木 ･fi労働Lq俵および独占的大企兼とlt]/1､号

板金兼の開床の尿朋を.生産力11丑にそくして具体的に挽.対しようとす るも

のである｡ます この (Ⅰ)において,助役日本史本主義の発展過程で化学工

(2) 渡辺徳=. r化学工刺 .昭和47年,1S8-1ヨページ｡
(3) W . r生産技術分析の一肌 .木江邪1重罪21才,はそれl亡カナる一考鼻.
(<) 事者は初耳. r8本における肪鉄工中の成上と免昆J,rJ)本文研兄j郊1〔E;与.

以丸 資本主点の夜長的生産為現を中心にしてEl本栗木主義分析をはたナための♯
叫作東を抜けているが,必ずしも低接的生薮昔程の分折の次元でE3本jl本王*の熊
毛分析がはたされると考えているわけではない.しかしfLがらそれを中心に考ZEを
冶めようとするのは,それに上ってます現代ZZ太主兼における基本的な生まJ8位か
明ELとILり,そしてその生或11位を珠として4成されている生蛋力柵社があきちか
にILるからである｡そこにおいて我 は々.生産技術の発展ならびにそれに対応Tる
労■力J8EiEとその管31位朝の註未的TLBEMja臣を也王つけ ることができろ.そして
iE木的fL生左単位たるエJAあるいはコンビナートのflかにPIするかぎりの資本 ･演
労qlEq係と,これらをふまえた独占的大金3tと中小等泊企3tとO支配 従属EA序の
盗漣的fL展M方向を正しく考穀できると思うからである｡
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其の占めた位Kを確定 し,化学工苑のもつ籍flからそこではどのような問題

が内包されて卓f:のか竣対したい｡そしてつぎの (Ⅱ)以下において.戦後

日本の化学工乗の撫養はどのように変奴してきたのか.その穀注的生産通巻

における ｢政柄革新｣の展肌 1,そこにおける汚水 ･fi労働u]係および独占

的大金兼と中小等細企兼の取係にどの上うIL彰書を及ぼしたのか,さらには

F3本化学工兼におけるコンビナー ト化の展鵬と地域経済捕逸との関係はどの

ようであるのb,といったような訪問Zdの牧村を行うつもりである｡

こうした作菜は.頓後El本資本主菜の発展構造を分析しようとTる鮫には

決して如け ることができないというこ.とはもはや周知のこととなった机 木

VFはさしあたりそのような蒙昧で一つの準■作菜としての蛙歪を占めるであ

ろう｡

ところで.戦後の日本化学工業の分析においでも,化学二乗のもつ生産力

庸透の特宜の故b.産兼界に身をおいてptEi嬢生産現場を取のあたりにしてお
く～)

られる人々の桑林が多いことIi注Elに也する,それらのなbJこは凍れた分析

がかなり多いことも中央であるが,その反面粟界の当面する問題に左右され

がちであるようにも思われる｡したがって昭和40年代にもいてはもっぱら石

油化学工業併読ともいえる分析が多 く,従来化学工集の動向や77インケミ

カJL,工兼llども含めた曳在a)化学工兵全休をみとおT点ではやや不充分さが

感じられる｡かつまた,&れた薮棟としてあtfられうる r現代E]本在英Lt併

rut.学工某1 (法辺麓二消弧 昭和34年)および rEl本の化学工菜J (政治

阜済FF究所招,昭和36年)ILとも.もはや現在の時点においては戦後口米化

学工集の最BfIをF_良しさ ることはできない｡ こうした日本化学工英史皆の現

状からみるとき,現時点で戦後の化学工業の展的遍在について分析をEd:みる

ことは.現代El木経済史を学んでいるgE者にとって大切11作美であると考え

(S) 書2Zal二.前指事一休君代茂 r巨大化する石油化学j.19708;鈴木治乱 Tlt.
早産美ZBJ.昭和13年.T3とb'あげられる.
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(6)

られる｡そしてまたこの作業は,戦後 日本繊維産業史の分析を一歩進めるた

めにも欠かしえないものである｡

2.戦 後 日本資本主義 と化学工業

(1)敬後日本資本主義とコンビナー ト

19世紀半ばのイギ リス資本主義をその典型例とするといわれる産菜資本主

義の時代においては,綿巣がその確立過程における主導的産業の位置にあり,

製鉄巣や機械工炎は綿菜における ｢概械制生産にもとづ く工場｣経営の成立
くり

･発展に導かれつつ発展していった｡そしてこの紙業における工場制度が,

産業資本主義段階としては最 も完成 した内部構造をとっており,製鉄工場や
(2)

機械工場のそれはまだ未完成な内部構造であったとされている｡

か くして, r資本論J第一畿資本の生産過程にもみられるように,産兼資

本主義段階の直接的生産過程を考察する際の基本的な対象は,綿薬工場にみ

られるような ｢桟披制生産にもとづ く工場｣であった｡すなわち,産業資本
I

主義の時代においては,主導的産業における産米企業の典型的な生産単位は

そのような ｢工場｣であり,その生産力構造は ｢工場｣を核として構成され

ており,資本 ･貿労働関係を基軸とするその生産関係も ｢工場｣を基礎とし

て展開されていたといえよう｡そのような意味で,各国資本主義の確立過程

を考察する際には, この ｢工場｣の成立 ･発展- とりわけ綿兼におけるそ
())

れ- が重要な指標とされる｡

こうした産業資本主義の時代においては,綿紡鞍工場のように専門化され ●

(6) 拙稿,r戦後日本線維工場制皮の生産技術的考察｣,r土地制度史学J罪51号.およ
び,｢日本資本主義と化学組椎工集｣,r日本史研究.3欝124号,などであるが,

組維盛典の化学工菜化が現代日本のように著しく進展しているところでは,化学工
共自身の考察が必要であると思われる｡

(i) 富岡昭彦寓箸,rイギf)ス柴本主義の確立1,1湖 年.など,イギt)ス産集資本
重複の確立過掛 こかんする菓鎌は多い｡

(2) 掘江英一編著,rイギI)ス工場制度の成立j.昭和砿年.右参照されたい｡
(3) 前掲拙胤 丁日本史研究j第105号.もこのような視点から. 日本における綿紡

抹工場の成立･発展の過程を考察したものである｡
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た生産単位としての｢工場｣の大蚊損Lt.Jlらぴに同種=境の鉱坑帆 走菜企兼

の生産力且盤の栽化の主要な特徴となった｡たしかに銅坊叙工坂と扱布工境

の接合によるいわゆる鼓や兼官工切は,産長安本主叢の確立jg理においてと

りわけ冶布菜の再指成に大きな役割をはたしたのであったれ その生産技術

的'1結合刀の巧さIILどから圧倒rVI数の両者4:佃別=場を生存させ,現代k:
(1)

いたるまで綿美における典型的な生産単位の位在を占めたとはいいえない.

これに対して製鉄芙Jtおいてti.5_最Pl本主義の確立遇在に照応 した r鉄

鉄時代｣の製鉄Z堺から,並監製工桑としてより完成された内部構並をもつ

riR鉄時代｣の製鉄工境へと19世だ後半の ｢大不況｣期に発展し.現代の薮

蚊業の典型的な生産単位としての銑aI-E穀鉄所への変非をなしとけるとと

もに,19tkだ後半から2Oi妃初頭における独占草本主義の成上jA超の主導的
(!〉

産菜たるにふさわしい牛耗力棉透を形成したのであるO この鉄鋼一石封政所

においては.かつての ｢工場｣はその一筋成幸兼に忘化してしまっており,

多投の異様工坂を紙成要素として統一的に耗合しているのであり,そこでは
(41

もはや ｢エ朝｣の喝別分散性は失われている｡

このようlこ現代斉木圭範の時代においてIi,鉄朗その他の金屑工菜.石油

化学を中心とする化学工夷,特送用汝蛙 ･です先払iiその他の■械T.某かいわ

ゆる玉化学工桑がその主事的産秦としてあげられ,そしてそこにおける支配

的な豊美企業一独占的メこ重来JT.おいては.その正本的仁生産単位として,ち

はやかつての ｢工場｣をではTiく,多数Z)大塊模化した r工幼｣がいわゆる

rji美にもとっ く也兼｣原則- つまり同社工場の恥Llる兼故にととまらず

弟捷工場の結合体系化- にしたがって.一つのE大fl有技的杖一体と11っ
(I:

たコンビナー トを.考えるべきであるといわれている｡

(llJ 堀江英一.r巨大企業D生産fA3Bll)｣,r邸 安宅1乎106を芽6号.および拙Jt.
r土地刑zE史学.第51号.などを事租されたい.

(5) 坂本fl-,r軒2轍 鉄工申J,#江英一Jig,前和音.を着帯.
(l'】 iii正美-Ji曹.前掲杏の202-334ペーリ.
(7) 堀江真一.例抱盆文, T捷抗生壬j弟lOGjB366号,を事JR｡

- 76-I



FI本化学工Stの戦牧居隅 (I) 30g

すなわち,現代史本主義の生産力f一速はコンビナー トを族として凍成され

ており.労働手段を中心とした生産辛皮の発出一年産故術の発展も,そして

それに対応させられる分点力JG成およびその管理休制の展開も,また独占的

大金桑とcFl小零細企菜の支配 .従属FW操の耕並も.つまり現代穀木主義の蔽

Ek的生産過程lこわざす基本的な年産関係の措FJ句も.そのことをふまえてに

じめて正 _く解明されうるといえようC

ところで坂鼓E]A缶本主我の発展遺臣においても,昭和20年代の笹典過程

では良策や繊維産井などの軽工業部門の Bl旺 ･発展が 先行したのであった

机 30年代にはいっての俺此提訴岐点為程における産業構造の重化学工菜化

の急赦な逝展のなかで, こうした現代茂木主義a)特fが明確に示されてくる

ようになった｡現代日本井本主轟の正睦的生産為投を支配する盛兼企菜は,

新日本製鉄,唱和7S工,三変玉工兼といったように生化学工集寺門に強力な(I)
生産力基盤をもつ/少数の独占的大企菜に占められるように11った｡

これら少鼓の独占的大金集の直様的生産為程においてIi,基本的な生産世

故はたとえは自本朝管O袖山製鉄所. トヨタ自動車工兵のZTL..tZlエ態,住友化

学の新居浜製速萌といった,たとえそれが工壕と林せられている墳合におい

ても,産兼充本主義の時代の ｢工壌｣とは大きく異なったものであり.多政

の異種の大規模11エ坊をその補成窄兼として有故的仁括合 した.扶一体i:し
く●)

てのコンビナー トであることは明白である ｡

(8) かつて8本斉木王&の主事的登美として大き11皮iZをとけた拙 まaEにおいて
も,東レ,旭化成.帝人.東洋紡採.ユニチれ 牡捌妨鞭といった独占的大金まと
いいうる巨大金玉か存在している机 これらはもはやかっでのP=3*約11NL菜王尊
重の雌 澄 夫に血かしているのでIiflい.ます戦前における化学軸 の成美.そし

~ て牧彼のとつわけ昭脚 代の合成樹 の急汝な成長として示される批 薙桑の化
学工射 ヒの農地のflわで.今白むしろ石油化学コンビナートの8-成空文ともいつべ
き吐Zにある合成牡 工Jaをその生産力其aEO王蛙として白からの化手金美化をお

しすすめた.これについては.前粕紬畷 L-土Jt制ZE史学j弟Slty,および. r折,A
兼における rlI近改雀対刺 の哲姓｣.本IJ第1を弟3･4台俳号.11とを歩.%さ
れf:い｡

(9) 坂本和-. r安代巨大企3tにt-'ける社会的の●iA鐘のプt}モス沸立｣,r立命淑

軽済学jgl鵜 野5･6合併号.および.姫江英一.I川栂JA文.r捷折i兼｣珊1cc
をカ6号.をお満.
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さて,いままで述べたところからもすでにあさらかであろうが,現代 日本

の化学工業においても,-その生産力構造はコンビナー トを基本的な生産単位

として構成されるものとなっている｡化学工業においては,すでに戦前日本

においてもその生産技術的特質から,副産物の多角的利用あるいは生産工程

の連続化などによる_コンビナー ト化の動向が括括され,いわゆる旧財閥系化

学企業における石炭-化学 コンビナー ト,新興財閥系化学企糞における電力
()0)

-化学コンビナー トの展開がみられていた｡戦後の復興過程においてはまず

化学肥料工業が主導的な役割をはたしていたところから,アンモニア合成工

業にもとづ くコンビナー ト化の傾向を強めていたが,昭和20年代後半以降の

有俄合成化学工集の成長と石油椿製工箕の復興のなかで準備された,32年か

らの,とりわけ30年代半は以降の,石油化学工糞の急激な成長によって,現代

El本の化学工英の生産力構造は明確に石油化学工業中心に再編成されていっ

たe石油化学工光は30年代におけるその誕生の時からコンビナ- トを基本的

な生産単位としており,石油化学コンビナー トは現代日本史本主義の蔽接的
Blり‖E

生産過程を代表する典型的なコンビナー~トの一つとなっている｡

そして敬後日本の化学工業においては,エチレンプラントといわれるナフ

サ分解センターを基軸とした石油化学コンビナー トの発展によって,カ-バ

イ ド法によっていたアセ トアルデヒドや酢酸,取酵法によっていたアセ トン

やブタノール,タール工業によっていた芳香族などの生産のように従来化学

方式から石油化学方式-の転換が進み,さらにアンモニア,塩化ビニルモノ

マーにおいてもみられるように,関連 ･競合製品分野をその構成要素および

外郭部門として取りこむ特質をもつ石油化学 コンビナー トとの結合関係の深

(10) 日本経済新聞社経済研究室編.r日本のコンビナ-ト｣,昭和37年,35-36ベ-
ジ,および.渡辺徳=.前掲乱 ｢第6茸日本における化学工米資本の史的形成｣.
などを参府｡

(ll) 日本経済新聞社経済研究室編,前掲苔,を参照｡またこの石油化学コ1/ビナートを
分析した興味ある論文として,下谷政弘,｢コンビナートの技術構造｣.r経済論
堆j節108巻.第6号,および ｢コンビナートの企業構造J,同臥 第109海第4･5
･6合併号,がある｡
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(tt)

よりが化学工菜の全体にT)たって進展 していった｡

この化学工濃の発展はまた,それ自体のコンビナー ト化を進行させる由み

ならす.他産兼lこおける猿だ工美化を促進 して.すでllのべた電気-化学コ

ンビナー ト, 石成一化学 コ1/ビナー ト,i)泡一化学 コ/ビナー トのみなら

ず.報牲一化学コンビナー t.金兵-化学 コンビナート.焦兼一化学コンビナ
Il))

- トというように他産兼と姑びついた⊃/t'ナー ト化を進展させていき,良

基成造全体の関連性をいっそう強化していることにも在日すべきであろう｡

L2) 庄菜摘丑の3Zi化学工糞化と化学工英

戦前El木Bi本主義は農兵の比束の大きさと判遺工)における捜JE左兼を中

心とした哩工菜守門の発展とに特徴づけられていた#,大正時代の後半,好

一次大戦後の恐慌適役以拝座乗1#速の血化学工兼化がしだいk:ig 行IJ はしわ

て貴た【昭和時代とりわけ現時体制のもとで淑遭工兼における艮輔 .金属 ･

1t学の三専門の比丑はいっそう高まり.付加Oi也のり.Lイ トで昭和5年の:0

%から15年の70%にまで増大 したh これlこ対してV撒=兼は 5年には30%

に.そしてさら.こ15年には10%にまで縮′トしてしまった｡ このなかにあって

化学工兼のウェイ トも,明治33年の3%から,昭和 5年の5%.15年の10形
LJい

へと畑大し,昭和時代に入ってその乗展テ1/ボを早めつつあったのである｡

しかしながら戦前日本の化学工某は,次にみるように溝めて特鉄柱発展通

夜をたどったといわれている｡

r郊一次大戦は技術の特許leよる外四茨木の独占を沸除しえて,合成輔 W l/-

9㌧圧aE畠ILt'が工事化され.載鼓合成T-/そこTエ集が工兵化された.しかしこれ

らはいずれも扱孜の馳 蛙守rlこよって打草を受け.改訂のさまざまの形C保Zt姐 lこ

よりその命kを促ちえた｡この間.タール系中切物の妓術.ノーダ技術.it故技術,

(12) 化学工那 Jd分折研究会Jq,r化学二乗-兎状分析と展臣J.昭和45年,を暮薦
されたい｡

(13) H.推二月. rEl本の化学二王J,FElも脚 .を■冊 のこと.
(14) 通商産2t省軽工左局XL r化学工圭一その現状と尿盟.;,昭和3)午.67-.CBJ<-

ジをお魚.flお1化学エ3E事門の生産釦林政比は前掲粒瑞. rt]本史研免j方124
号.1ユ4ページ,のようK推移している.



丁ンモニ丁伎術は.それぞれ軍事EI的- 主として火薬.書ガス11とICT7;月されその

角度から尿3され.市項的共立をもちえた.ようやく立代化学工兼として一方に11人

乳 他方にはアン七二丁を中心として姥合的右脚t学.捻合的電如t.孝工夫が自立し

はじめる艮新にはすでに事二次大戦の予St緋 に突入し.為替ダンピングに守られて(LD
外四からの政争から完全にし･pFされていた.｣

そしてまた,戦前日本化学工兼の主事的部門であった化学肥料工集とくk:

iE女工兼は.寄生的地主潮が根強く存在しfF未主義化の遵れた.零細多E農

耕と姫約的野地力投下による日本農集をその主要な市場としており.いわは

遵れた点溝と急速に発展する工兵- とりわけ玉化学工業との港野点k:位E

する産桑として.&々の政治的金団に左右されつつ他の化学工巣部門にくら
ン1JC

ペて著しく肥大化していたのであった.

第二次大破によるその生産力基点の坂寄が大きかったのJt加えて,JL大在

権見地 ･市蟻掛を失い,睦皮に奇型化した軍需工菜中心の壷果4#適の両港成

をせまらわた日本東本主麓は.仮封生産方式lこみられるように.石炭.鉄粥.屯

刀,化学肥料といった光点産涙の使先的保護改発をとり,硫安を中心とした

化堂把料工弟は政府のさまざまTL手厚い保護育成茶のなかで,いちはやく昭
(17)

和25年頃l⊂生産億力は戦前水準に図枚し,有給ははば句衡するに至った｡か

くして25年境の日本の化学工媒札 内び著しく肥大化 した化学肥料工漢を中

心に魚秩北苧工兵系の比壬の高いi一遇をもち,涙科的にいえは電気化学工菜

と石炭化学工薬に立地 して存在 した｡
(】l)

昭和15年において付加岳任で50ガのウェイ トを占めた捜t&工薮Ii,坂時体

制下で平石と在籍した奇型的肥大化であったが故に,とくに20年代前半にお

(15) 穀粒印 研究所Ji. rEl木の化学エJiJ,昭和お年.101uページ.牧n日本の
化学工夫についてJL 集村半玉,r日本化学工圭史) 昭和1坪 .および.左辺従二
月.T現代El本産JE兎迷史XJr化学工兵 (上)i,昭和43年.ILとを事庶されたい｡

(16) 戦mE]本の,および戦争蔽後の化学肥料工*については.近jiBLniG,r吐安1.
q和25*,を事思されたい｡

(17) ji5左右BLJi局ii.t加7,1Ceページ,ILもit安はすでにqkE24W 丘l⊂お

いて戟何水ZPにまで回改した｡
(18) 同m.67･Ll-リ,を卓絶｡
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いて生産の回復がおくれた｡また20年代の前半には故牡鹿桑につづいて回孜

の著しかった金農工兼の発展テンポも後半になると鈍 っている｡それに射 し

てよ拝金JEの20年代における生産の回復 ･発展は著しく,後半においでもな
(ll)

お地産兼以上のテンポを発っていた｡かくして23年に租付加缶血税で54.2%.

出荷額で531%を占めていた重化学工鼓の比率は,26年には50.0%'と47.8

%,30年には490%と45856へと,20竿代半ばから30年にかけては両者とも

5056を割っていくという相対的rl停滞色を示 しているのである那,一方その

なかでは化学工業の回uは比較的切羽lTあり.韮化学工表中Tこ占める比率も
(I)

高まった C

すなわち20年代の化学工兼は.給養と化学竣姓工英が中心であった払渡重

秀と.ft耳供給Oため比較的に保牡されかつ板取13生産の増加をみせた点垂

36.2%を占めた化学肥料を中心に,ソーダ工粟兼晶,無撫兼品.火車類の無
Lnl

鼓化学工兵系枕が俊位の状藩で推拶 していった｡

しかしTiから,27年0不況や硫安の過剰生産の東坊を束めて国際市切に恵

み赤字桧山を余儀11くされるILかで.化学肥料工兼を中心に合理化の必要性

が強く静放され,29年6月のJE科二法ILどに依存しつつアンモニTの原料ガ

ス涼転丑と尿兼の生産を中心に合理化が進められてきた｡それとともに.塩

化ビニルなどの合成樹脂,ナィ.)ン.ビニロンなどの合成戦経という高分子

合成技術に立Blした有様化学迫品の発展がみられ,とりわけ32年以降の石油

化学工集の成長の11かで.ついに35年には有扱化学工異系まが付加価色ウェ
Ir-I

イ トbe5%を占めるにいたり,その後その比重はますます増大 している｡

こうして石油化学工兼を中心とした化学工兼a)成長は,35年a)生化学工兼

(19) E3木肌 在来史刊行軍且全召.rEF木軌 まBEj=J.捻告ZL昭和3年. u3ペ

ージ,の∬1喪を事冊｡
(20) 遺産省妊工兼功JL rPrギ化学工兵-その現状と展邑j.昭和:持年.5ページ,杏

ftl.
(21) 同前.W･<-ジ,を事Ja.
(22) 同机,n-11ページ,を歩風 ｡
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(Zl)

希門の但付加Ii価額比率がIiやくも5;.8%を示しているように,3つ年代JZL拝

の急鼓に座乗捕逸の生化学工兵化の進展に大きな役割をはT=した の で あ っ

た｡そe)産果4着政策としての意義- 戦後E)本荘済の発展過程 に及ぼした

彰書は.吹()よっはまとめられるであろう.

第 1は.7ti化学工文化政策,産棄樵並の布RT化.社会的生産力の向上のた

めに玉重な薬方をもっているものとされ,とりわけ高分子合成化学の技術2)

エ文化とむすぴついて新しい岸.Q材料の供胎を行ないつつそれをはたしてさ

たこと.第 2は,石炭.電力にiT籾していたかつての化学工菜を.石札 天

薦ガスを康料とするものに転鼓させることによって.その絹辻の近代化 ･合

理化を急速に進展させたこと色軒3は.この発展によって薪しい岳海野のコ

ンビナ- トとしての大工場や地;指を形成 し,L]本の工j尖立地をかflり大きく

変化させたこと｡第 4は,その工文化 ･発展においてliFIWj.柴木と新しい

生蛮妓術を必要とし,列国空木進ttiの一つの主要な邸を提供することになっ

たとともに,いわゆるE3本鋲折の国師LL.時代への述11らしをしてきたこと｡

そしてそれは現代日本五本主鼓における東本の再JG成と集中化を伴うもので
IJH

あったこと.

木桶において戦後日本Zl本主菜の畑着分qrの嘩傭作匙として.戦後のE3本

化学工典を考碁対象として取り上げるま鼓もまたこれらのこCをふまえれは

明白となろう｡

ところで放牧に注Elしておくべ きことは. この戦後日本の化学工産が.主

賓工兼封の化学工兵の生霞作放 (1958年-loo)と比較しても著しく市い伸

びを示 しているにもかかわらず.魁遷工弟のうちで占める付加呑吐 ウエイ ト

の割合が昭和25年の149ガ から, 30年に138ガ, 35年に110%,40年には(Zl)
10.9ガへとしだいに低下してい13たことである.これは-面でEL本PI本主義

(23) 同前.5ページ.を事Aa｡
(24) 野口唯一伽. r石油化学工兵J.宮下荒平JiL TE3本鹿兼5Aj.昭和46年所瓜

お上び.iK辺銭こ,r石油化芋工集J茄二辰,1972年.J紗-140<-リ.古さ魚.
(25) 化学二集ria野分折研究会月.折掲書のS-10ページ,を参照,
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における機械工菜を中心とした製造工業全体の著しい成長性を示 しているの

であるが,他面で石油化学工業のような典型的な成長部門を内包 していてな

おかつこのような状態であったということは,化学肥料工菜などを中心とし

た従来化学工業の分野の著しい後退と変動がみられるということを示してい

る｡このように戦後日本の化学工箕においても,龍雄産業が経験 したのと同

様に大きな構造変化がみられるのであるが,それを明確に位LET.づけるために

ら,つぎに化学工業の基本的な特質を検討 しておこう｡

3.化学工業 の特質 と戦後 日本化学工業史 の諸問題

(1)化学工米の特質

-つの座薬部門としての化学=業は,主としてその直接的生産過程で用い

られる生産技術的方法の特質によって他から区別され,生産される製品の種

類からする分類はむしろ補助的なものとみなされる｡つまりある製品の生産

に化学的方法が支配的に用いられるようになると,その製品も化学工兼の分
(1)

野に組みこまれることになる｡ このように他の製造工業の化学工業化が進展

していき,化学工業自身の境界線は極めて明確ではないのであるが,そのこ

とは化学工兼のたえざる発展性を示すものなのである｡そして技術革新の著

しい化学工業においては,化学工学的技術の発展によって,しばしば,製造

設備全体をスクラップ化させるような生産方式そのものの陳腐化がおこり,

その取扱う物質の性格上製造設備の腐触損耗が著 しいのみならず,製造設備

の道徳的磨損の著しさと新技術の工業化のために,化学企菜は高度の東本背

横と技術開発力を必要とする｡そこでは技術の商品化に伴う激 しい企業相互
く2)

の競争が行なわれる｡

こうした化学工菜の製造工程における特質は,装臣をその本来的労働手段

とし,化学工学的操作一一 物質の単なる形態的変化にとどまらず,それを形

(i) 扱推産業における天然繊推-化学繊維-合成繊維という発展の経路のように｡
(2) 渡辺徳=.前掲乱 ｢第 2章技術の商品化｣,を参親されたい｡

- 83--



318

成する分子が当初のものと畏 flってい く変化を生せ Lbる- を中心と した
(1)

生産方式がとられることに特徴的にあ らわれ る.屯建多岐にわたる化学反応

に吏応す る化学工桑の製遼工超を少 しでも明確lこす るために,やや長文だが

次の文事を引用 しておこ)｡

r化学工兼の工程は大きく分け王と,原材料をiB当に18して化学反臓 Jiに送り

込むまでの皮軒bL軒･-.化学反応を行なわせる政体が亦二,化学反応を漁ったものか

ら目的と丁る薮品を蘇晶の形にtJ:上げる旅 が第三⊂なる.煎-段掛と尻する単位捷

rF鼓ZとしてIi,遠別.I?軌 fE升.溶簾.沈汝.PJL 数台.圧搾などの兼藍が

あり,これらの工掛 ⊂次々に物井を送って行くための秤Jt答.コンベヤー,Tfノブ.

比滋横などに上って成立っている.,済二段群の化学反応を行わせる表在としてほ.皮

朗 ,反応塔.反応象 吸収装L.fE併給,A-トクレープ,立合臥 分解監などが

あり,これに付尻するSt44としてbE拝汝,冷却架設,加漁法E,魚交及Be註,rA芳弘

t.qZi鼓姓などがある｡芽三段辞E.呆するものとしては,洗槻 ZL 雌 正.令

暮i*雛裳臣.始A生乱 井乎我社,諸発支 正,約8施臥 乾良装取などがあり.これ

lこ付JRする仕上鼓Zとして成型汝,匂_範枚などがある｡このLt.に,魚源としてe)講究

先生用ボイラー.動力Jlとしての電力札が必要であり,さらに自家究t用意免タービ

ン発句i&ならぴu:妾紙 11との変電投書を叶える場合も佃当多いa)である.以上の化

学A奴は主1}撫作についての大体の分加であってAIA的IEはさらに坪知fLP式の種村

bLきわめて多放おろのみならず,6g々 の工JAL'Iとの8誠的およ'}妓軒的fl轍 灸件を

牡込んだ苫urがされる場合が多い.特lこ罪二汝の化学反応を行わせる段階の慧瓦は,

_T牧ととにそれぞれ特哉をもっf:設itによって製作されるのが古着であって.Lt字工

(3) マタレに放免しっ-)化学工兼a)丘鼓的好打を解明しようとしたものとして.Is壌

敬治.r化学工兵野 合｣.昭和13年 (改訂5版昭和21年).がある.そして化学工

兼のみlこ鑑定せず こうした侍Fを義政工夫虫 として展開 し十二ものと して Franz
Nata嶋 LhLAybLJLsmJLleIAlqsehlne.Jl♪PGroL WeTAze〟g.1913.中軒研

二札 (鼓絹GL荻と抜群j.昭和17年,かますあげられる.このウタレを批判しつ

つ銘邑工兼zBを一歩前述させた集tAとして,=_戸公, T丑u ZB序al.昭利

32年.があり.発毛の日本において比丘の考iJi化学工夫を汝する堀合*凍できな

いものとなっているようu:患われる,我々もこの兼gFから多くを学んだものである
が,美甘および鼓EIk系についてはより狂態'L跳 更で去ると考える｡さしあ

たり下谷政弘氏の前抱ZB文.r提訴31辛1罪iCBB第6勺,を事用されたい｡
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着の技絹能力を示すものと11,,ているのであi..'J

まI=化学工薫の五五工鐘の仲裁としてあげられる触媒が末輩11役割をはた

す.tとも, この鼓社という労蝕手段のもつ特質であるといえる｡このように

表在は挽蛙的加工のための9;'触手投としてのt3枕-作某紙とは異なった溝iB

と特Zfを もっている｡一宮でいえは.rF韮粒はiB良が紙辞に組みこまれたも

のであるのに対 し,渋正は容器が横様に姐みこまれたものであると規定 され
(1〉

よう｡そして留置そのものIi.労Ii対象がその中でいわば自漁科学的法則に

従って変化 .運動を起こす墳所としての r中空のいれもの｣であり.その反
く■)

応の議長を労曲名が ｢ント｡-A,するために計測汝その他の付凧段抜没やを

もった捜弟があり,鵬 が有効に用いられている｡

この去丑において頚吏11役割をほたす琴芝S分における三乗の徒刑のrF用

ILとの作美汝とは淋なる梅丘姓 もあるが,作弟妹の秩挨体系への糞尿過程と

類似 した過程をたどって滋匠は装置体系へと発展 し.さらrt姓鼓休系の有棟

的1=捷一路たる結合栽言体系-コンビナー ト-と発展する｡現代の石油化学

コンビナー H iこうLT:ものとしての出合袋茸体系であると考えられ.旬々
(I)

の放置体系が一つの苛ZZ岬位をなしている壌合が多い｡

(1) ja左石は 掃Ji 前掲書の49一計 -ヾリ.
(5) T谷政弘.盲l湘 i一文.rB所51rl耶ICBを苅6号.を歩冊されたい｡

(S) 化学工夫こ含まれるI章IL生藍工潔においても.ナフサ分辞=裡あるいはタール
から芳番族有汝化合物を生成させるエ怨などのように.むしろ物jZ的反応も多くあ
ることも令弟できない｡

(7) 生sK同じ. これlこ対して三戸公氏Ii.宮箆の励牡から一事に.et牡体系に対応
しT=その-拝類としての義正皮芦郎⊂到達する.したがって氏のいう兼Zとは.薪鼓

はブラス鎗合tt紳 (-パイプ)プラス報答盤であり,r労■月蝕に肯きかける&つ
かの相異なった牌 的挿為港の拍丸運する-系列を遂行する.&類を臭にするがし
かし相互叫 足しあう.態合挽仇-パイプにより抵合せしめられた括払拭･括容器
である._I(三戸公.前掲寄.32ページ)ことになる｡より兵仕的には, r集EZの
三つの舶 併合を具体的に事示すれば.溶きには脚 .戊五年,榊 .中和
だ.飽和ff等があり一姑合eI鰍 i通常パイプ期であり,汝はICはボイラー.コンプ
レッサー.フィルター.ミキサー,分1枚等がある｡｣ (臥 lGr<-I).)こうし

た生誕lこ対する放定からさらに氏は ｢義正はそれ白身接合まFエ坊体系として無
血限的に農民してゆく｣(同.43J<-i;)として コンビナートFLPA鞍的lC到達す

る.この1うに三戸公氏においてri.IEるIilと容率と我EとO蒙兄は明白であろう
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この丑荘=真としてのlt学工夫の生産妓術的暗君は,必焦的に化学工玉労

烏の内暫および労曲力編成,その昔JZ休制を特赦的任ものとする｡化学⊥兼

労銀の特恵を一言でいうならは,織械工共労働の筋肉的労働に対 して.非茄

内的(神経的)･監視的労4,である｡そして化学工並の労曲者は,基幹労曲者

と7i助労点者とに大別 され その作文内容は次のようにまとめられている｡

｢1糊 に生ける基や労■奄O仕Vは.反応冊から希望する生産物hr出てく るこ

とを証保するたatlC.一選の互いlこ別451の措77ククー全休を,同時にある狭い限射

内lこおくようlEit中することである｡反朗 内の監虻とJfj:.排 の投入遠見.価

の7rさ,圧応生毒物をとりだす義正苛を84aするのであるe_r計吉またliffd軍を見

ぢがら糾JFするのか圭革労■者のtt郡である.Pt讃器に示された灸f=を記軽すること

もその東避fl仕事であ.'たが.現代ではそれも日勤的lttEなされる方式lこかわ-,てい

る｡bI初日休も次罪にコノビーー7-の利Jlによって自動化する境内にある｡ プl=

士スのEl別 t"計れ化にJってこれらの監幹労●者･i急速に泣少の領内をf:とってい
:I)
る｡｣ rこれに対して補助労4昔#.またIiElJ労4召群がある｡これは主たる化学工

礎の準や投軌 主=程抵了級の魁品の容丑への詣込みないし色濃 ･dJ荷も上び輔佐.

細 工軋 息旺工rFiF門等である｡現代目玉の化学工典にもいては幸三のものはそれ

白tt雌 生して74暮工事過当会社やエンジニTIJン′金*として企1化していく領向

が糊帝である.また叩4段借.最追及肝のtl_抑 ままとして内妹分Aであり.単純作JE
(l●)

である場合が多く. これらの如門紺 免会社化するtMIJかつよい｡｣

また生産型塔の妓術者.研究開発担当者などの構成比が他産兼にくらペて

著 しく市 いことも注目される｡そして王分社者は三11-いし四つの組が三交番

で24時間遵成規燕をrTllうため, もっぱら組成1393子分琳者にJ:つTいるb

机 姓aと巣L体系と冶合装P壊系-コンrナートとの段熊的差異1174伝としな

い｡ このことは.とりわけ71イ/ケミカルH 希門にかILり広苛に存在してい
る.,{7チ式鮎 方式とその連搬 逝方式への発展のib程などを挨対しようとする
襟,開府になるようにIZlL)われる.,風鉄工堺においてと同位.化学工軌亡おいても.
姓屯が成立してzrlらコンビナートを形成するまでの為世については より辞b]11分

折が必至であろう.

(8).(9) 書逆徒二.淑iE3甘.45イー プ｡

(10) 同上,47J<-).
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白木化学H の戦後展開 (I) 】19

そしてまた大塊損益姓をもち労*鼓や串が編めて布いことから何よりも軸糸
川 ヽ

を仲止させないための労船名哲雄に万全がはかられる .

このようfi'生産過振でつ くられる化学工並生産物は多様fiil虎をもってい

ち.まTそれを束蕪別にまとめると,Ll:学肥p,T-/モニT決i9品.カル シ

ウムカーJ<イド,ソーダェ薬藁uEjE,.高圧ガス,無様集晶 ･顔料およびtt排,

卓崇,石灰および軽f庚鼓カルシウム,火恭類.石曲系芳香族およびコール

タール臥RE',環式中間物および合成染料.有様氷晶,プラスチック.合成つ一

A,写1E感光材札 抽J5動品および界面活性札 漁p.印刷インキの18三集頚
(lf)

であり, このほか こ石油化学製品が別k:あげられることもあるが.後半の9

3!津で示される有枝化学工異系枕は今日あさらかに石油化学工兼に主導され

ている｡

またその生産萎術休系からみると生塵構造は,麻防族工菜 ･芳香族工兼 ･

太東利用エX ･iE酸工丑 ･ノーダエ芙 ･カー/<イド工芸の6部門をもつ基誕

化学製品 (エチレ1/,ベンゼン.アンモニ丁,瑞殻.カセイソーダ,カー'<

イドtlど)の31敬称門,丁セ トTJt,デヒrやBt化ブコピレン,各凄モノ17-

など布挽化学T弟薬品の多い中riil魁品の製造部門.今収村瀬,合成抜姓.杏

成ゴム.化学肥料. 抽J5投港匁品, 合成洗礼 界面活性札 合成熟料,盆

札 火藁. ソ-ダ工発熱品,無践薬品,顔札 石灰,カルシウムなど多彩fl
()))

Bi抵穀息の到達軸門の三分野に区分される｡

そしてさらにそれを.石油化学コンビナー トで代表されるような大塊擁談

?E型の基礎化学の部門と,典礼 医藁.VL,lC代我されるよう117Tインケミカ

,̂工3Eとよはれる毎門とは分類することもま輩である｡前者で利潟する化学

(u) よ辺aL二.前抽奮.のはt･にも二戸公.前掲乱 r那二丑載毘LZ労書力Bj.

あるいは,石田和夫. 1⊃/ビナートと労●の研究J.1卯0年,にもくわしい.

(12) ia西嶺羨大臣℡房泡立涜計節用.r町和45年化学工菜統計年報1.昭和46年.99

11- '■

(13) そしてそこでは基礎化学製品の艶を稚門は化学工集全体を支記すろためのtl胡布
施的fl使臣をTLiめる.渡辺絶=.初恥別杯,r耶7兼石油化学工濃の群立｣.などを
*租されたい.
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反応は主として九反応 (ナフサ分解)Jb廿媒反応 (アンそこT合成),水浩
(tl)

液pこよる反応 (花餅)11とであり,その生産物は各企菜ともほとんど等双の

ものであっても･:ばらコス ト任 F政争としての性格を凄 くもつ｡ これに対 し

てその匁E,raが匠井,B責.熟科.顔料,盆料,洗礼 呑札 化粧品,写11感

光材料その他のようにせ術集釣的高度没4でつくられf:多奄頼少Jl生産型
(J～)

の南L.Ll,とされ.斉木 ･改構投史に比して付加価値が大きいとされる7Tイン

ケミカルエ燕では,共有監合を再JG成する技術による兜品が多いとされてい

る｡そこでは. ｢横道が政雄な有挽化合物を扱うので活性化ニネル+I-の接

近した各種の共有斡合が存在する中で.特定のK+合だrJに反応がおころ.tう

に,反応をiS択的に進めTaは11ら11い.一般には厳密な反応灸件が垂来され

る｡したがって匂/Yの反応格をあまり大きくできないし.反応が平爺に連す

るまで時間を充 分に与えるために,反応槽FAlの滞潜時ri)が撞くIlり,鼓正全II4l
体の遵抜道転化がむずかしい｡｣

このような技術的特恵もLよぴそれに基Ijく鎧済的特赦は, これまで述べて

きた石油化学 コンビナ- ト中心0:･それとは大きな垂井をもっており,そこ に

生産力基4tを持つ企兼の繋本背故過程も自ずと異2Iの両頭をもっていると考

えrlけれはならない｡

このように多くの注目すべき倍東をもつ化学工史の発展は,世故El本j5未

主義のなかでどのLうな[1題を現象せ しめたのか牧村 していこう｡

t21 戦後∃本化学工集史の汚問題

かつては曲集や牡地産光IC依存する丁ンモニ丁Ilらぴに曲 ･アルカ))エ

禿.それにカーJ<イド工禿11とが8本の化学エJ;の中心部を占め.その外QI
lヽJ-

を魁鉄茄1Lどの副産物としてのタ-ル工漢が占めていた｡そして新兵財閥系

化学企乗の電熱-化学コ/t'ナー トと旧財閥系化学企兼の石朕-化学コンビ

(14) 鼓刀徒二.痢梅書, 32J<- リ,をさ札
(15) 佐 木々正,r77イソケミカ̂ ,スJ.軌 7年.47-48J<-リ.有事札
(lS) 鍾 (lL)におなじ｡
(17) 化学工茨目qt=, r化生工未年壬l昭和砿年旗.6JLt一夕.を事札

一･eEL-



甘木化学エ2tO喰鵬 捕 (I) 321
(ll)

ナー-トの二類塁を基軸 とLIlか ら.T七チ レン系有裁合成化学工兼,染料二
()91

乗11との発展の11かでようや く昭和10年頃より有挽化学工茶系枕a)比定がiL
(ZO)

半を占めるようにtlってきた｡ しか し牧耶 白木の化学全集IiTンそこ丁合成

工夫の展Btlにみ られ るように.化学肥料を中心とした年産力基盤 と企共沸戒
(ll)

をもっていたとい うことができよう｡ そ してこの座乗構造 .仝兼構成は板炎
(t2】

による坂巻か牧女工姐でもっとも大きか ったlこもかか らず,載捜祝典過程で

も再現 されてい った｡

ところで r昭和45年化学工案綻計年頼Jにもとづいて,今 日の化学工集の

兼良別生産構成比をみ ると,ブラスチ･Jク289%,生徒原料9.9%, 化学J:

料92%,有扱藁品83鬼,姓科 ･印EIイ ンキ7.656,無扱集晶6.2ガ,古庄ガ

ス5,2%, ソー9-ェ兼薬品4.7乳 油J5魁品 ･合成洗剤43ガ,環式中聞物･

合成染料41ガ,合成 ゴム3･8%, 写井感光材料3･8%, 石油系芳春蓑 ･コー

CLB) 8本長期信用勾行ZEa圭*. rカー,<イド工丸 .昭桝 ,を客足されたい｡

(19) ｢染料の瓜連はそれ自体としては必ずしも大工美でけ11い｡しかし有汝合…

の先達であり.石炭毛甘工兼の大采であって.その必事とする圭.Dl伽 の面でタ

ール工尭のみならず,it甘.耶鼓,苛性 ノータ等の化学工*の苑連を促進してい

る｡J (遺産'&牡工夫局JZ.前掲tF.372ペ-リ｡) r放料工事はそれがB;張すれは

す引まと.染料のみならず同系の他の史品 (丁エリソ･合成右典故 ･*水7ターJL,

奴など)をも出 し.多品目の虹立により合理化が行われている｡したがって投科

のu liきわめてィ､出校でJJ､金茶として独立しているようでも.その板は広く叛く

｢奴化学工夫1⊂張っているのである.｣ (同,373J<-リ｡)ここに7 7,イソケミカ

A,工夫としての特f ･丑準位がみちk,かつ一方で中小企兼の存在とともに.他方

住友化学.三兼化成 三井イt'学とい.>た旧肘乱系のLt垂的化学企集がjf山している

ことも明白となろう,

(20) 同帆 9ページ.をを臥

(21) 中村忠一. r日本化学工兵ft本の成立と東泉J,昭和芳年,お上び. r日東主菜

の企業史的研究1,1955*,11どをさ札11お氏にlirE]茶化才工3E史1.TE本

の化学コンビナー rlIlと多血の化学工兵に粥する柳 があそ.
(22) r化学=美のEt)で,もっとも載争汝省の大きかったのはdE安夫界であり.その故

省串541鬼は主委産集中秘 事のもっとも有かった?t柾のひとつであった｡耳安に

ついで汝省の大きかったもOを前にあげれば.鼓古事40%以上にゴム.3056以上に

石けん か牲ノータ.珊 以上がセメント 血肪*,以下10%台に皮羊 .ソーダ灰

･jL舛Jk石灰 ･書証 ITA･コールと抜き.10ガ未ikにZILk重美 ･カーJ{イドのJTで.

カーJ{イr系の汝等の少なかつたことが目立つ｡ 空事技官工犠鼓は,a安が14
エ境中13.セメント36エgB中加ILどが大きい｡｣ (iB海産兼省招.r市工政策王J.
亦21港 丁化学J l (下) 昭和44年.10Jt- il.)
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ルターJt,i!品3･2%,火禿句O･8%となっている,そしてこのうちの旦重量lこ

含まれている石油化学範品をまとめると35.0%となっている｡ しかし突転に

は.写其鼻光材料とか塗料の大帝分はプラスチックの加工品であ る とい わ

れ 合成洗剤や原油 ･ナフサ及び石油榊製ガスからの丁ンモニTTLとを考丘

に入れると石油化学軌品といわれうるものの比盟はいっそう大きくなら.そ

して嗣配の旦呈蔓の生産輔成比の合計は582%であるが,生産増加-の寄与

率では79.2%を占めている｡これに対 して化学肥料は･7イナス50%を示し

ている｡

このように戦後日本の化学工兼のi一成内容は著しい変化を示しているが.

これに対応して政府の化学工糞改熊も.硫安工薬の改共と合理化,｢カーバ

イドエ兼帯成対策｣,｢クーA,エ柔,fl成対菜｣.そして石油化学工某育成を

中心とした持方丈というようJC韮点を拶FTさせつつ,顎代的な化学工薮の何

成補強茄を手E くとってきた｡そこでは勿乱 用家独占汽本王集体制という

官藁で示されるととく,少軟の独占的大金韮中心の改年がとられてきたので
(;))

あり.それに依存しつつi安工兼中心lこ発展してきた旧肘軸系その他の独占

的化学企集は.今日においては石地化学工秦中心Jt支巴体系a)強化をはかり

つつある独占的化学企兵へとtlJ=故L,,いわゆる大型化投fiの進展とその矛盾

の正量する投解Kおいていっそうの雄中化と再Ji戊をはかりつつある｡

しかもそうした化学工兼の構成内容の変化に伴って,かつては例えはアン

モニアをつくりそれを硫杜と化合させて毛虫という衷品として出荷すればよ

いといった塔-製品製造工某としての性格が強 くあ ったか.今日の化学工農

では石油化学工兵に典型的にみられるように.基幹的原料およびil産物の控

合的利用による有抜的に姑合した多題類の製品を製造するJe合的匁遣工英と

しての性格か支配的となり,いわは化学工丑群丑全休にわたるコンビナー ト

化がいっそう進展している｡

(23) 通産省JZ.併1梅軒.および.有Jl弘農 ･北田芳冶i;芽. T花束独占宍水玉孜と日
本の左丸 ,1!67年の,rV化学工夫｣.1_'とを事払
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こうした全t一通的TL鼓特的変革が基ヰ●こあるだけに,石咋ん,廷科,プラ

スチック加工菜界などにみられてきたように多数の中小半袖企業に対しては

JEしい拭鎌の巻尾であり.独占的大金兼の動向を中心とした系列化の進行,
(A

スクラップ ･Tンド･合理化にJ:るその再編成がなさTL,ている｡

そしてまたこの化学工夫の変革は.化学工2E労点者に対 しても.化学肥料

部門から石油化学部門への正点専門の移行にとも11う巳転.従来化学方式に

よる動通セGBa)スクラップ化や合悪化による再iG成,バッチ式からプロセス

オー トメー/ロンといわれる運転生産方式への変革にともなう労働内容の変tb)
化tjと多 くの彰書を与えた｡ これに丸応して労軸者の用からの運動も展朋さ

01)
礼,昭和25年12月には硫労連などを中心に合化労連が鈷成されている｡ しか

し化学肥料工兼の合理化過程における労為すr注などから学んだ企乗付として

は,コンビナー ト全体としてのSE-的tL簡捷兼皮椎持が何よりも車重1L石油

化学部門への進出に瞭しては,｢労使関係の安定化｣2)ために91点者の管理･_Pl
にいっそうの注意をはらっている｡

こうした諸問題については次坊以下でよりくわしくふれるか , このほか,

戟後日未の化学工兼の基プ巨的な問題としてIi,r抜術策新｣と日本の化学工

玉技術の他者の問題,｢地域BB発Jと化学工兵に朋する公者問題tLとがjkけ

てとおることの許され11いものとして存在している｡

つぎの (I)では化学工兼の敏捷の4逝変革の岩畳を考鼓する机 いずれ

にせよ戦鼓El本の化学工菜の発展適役を考鼓していく旅には,そこIこ高皮掻

済成長j島理の光亡彰が色浪 く反映 していることを舞Zaしておかねはrlらない

のである. (未完)

(24) 政治柾酢夢先所持.前掲春. ｢罪58i化学工菜l⊂おける中小全集J.および.近
i完-. rt;本化学工兵菖J,1SE# .などを事尽きT.たい.

(25) 政拾8床軒先所■ 前梅吉.r罪4軸 縮羊薪と化学労*J.を暮点されたい｡
(26) 労A争暮勾玉全X;,r化学工泉の争謎と抱合運動J.昭桝 ,を多孔
(27) 石Bl挽 前掲書,をさ見.
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